
吉備真備（695～775）はじっさいにいた人物で、高い位をさ

ずけられた有名な学者でした。養老元年（717）と天平勝宝4

年（752）の2度、使者として唐の国（中国）にわたり、数々の

学問を勉強して帰国しました。高い能力をもっていたからで

しょう、彼の活躍は、やがて伝説となっていったようです。

この絵巻では、中国の皇帝が出すむずかしい問題を、吉備大

臣が鬼の助けや不思議な力で次々と解決していくようすが描

かれています。

吉備大臣の活躍

ここは、秋から冬への場面ね。
金の背景に、あざやかな色で
絵がかかれていて、
とってもゴージャス！
ごうかな感じは、
狩野さんのグループならでは。
春と夏の景色も展示室で
見られるので、お楽しみに。

等伯さんは、いろんな絵がかけた人。
こんな墨一色の絵も大得意！
風や光の感じを、
墨だけでとても上手にあらわしているの。
わかるかしら？

MEMO

ス
ト
ン
美
術
館
に
あ
る
日
本
美
術

の
中
で
、
も
っ
と
も
有
名
な
作
品

の
ひ
と
つ
が
、
こ
の
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵

巻
」4
巻
。吉
備
真
備
と
い
う
学
者
さ
ん
が

唐
の
国
（
中
国
）
に
行
き
活
躍
す
る
物
語

を
、絵
と
文
章
で
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。平

安
時
代
12
世
紀（
約
8
5
0
年
前
）に
描
か

れ
た
、た
い
へ
ん
古
い
絵
巻
で
、人
々
の
い

き
い
き
と
し
た
す
が
た
や
表
情
、
建
物
や

景
色
の
細
か
い
表
現
、
あ
ざ
や
か
な
色
づ

か
い
が
大
き
な
魅
力
で
す
。今
回
の
展
覧

会
で
は
４
巻
す
べ
て
の
場
面
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ボ

戸
時
代
（
約
4
0
0
〜
1
5
0
年

前
）
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の

絵
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
た
く
さ
ん

の
画
家
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
活
躍
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
競
い
ま
し
た
。ボ
ス

ト
ン
美
術
館
に
は
、
こ
う
し
た
有
名
な
画

家
た
ち
の
作
品
が
数
お
お
く
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。教
科
書
で
名
前
を
見
た
こ
と
の
あ

る
画
家
も
、き
っ
と
み
つ
か
る
は
ず
。探
し

に
い
こ
う
！
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絵巻の見かた
絵巻物は、物語を横長の画面に、文章と絵で表したものです。長い

画面のすべてを開くのではなく、肩はばよりやや広いくらいの場面を

出して、巻きとることを繰り返しながらストーリーを進めていくのです。

左手で画面を

ひらいて見る1右手を左手に

よせ画面をとじる2両手で絵巻を

右側に動かす3同じ手順を

繰り返す4 ポイント 3

ポイント 4

画像提供：九州国立博物館
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龐居士・霊昭女図屏風(部分）

こうした絵は、
みんな墨だけで描かれているのよ。
蕭白さん、ただものではないわ！

ちょっとコワイおじいさんと、
白いすあしがまぶしい、
キレイな女のひと。美女と野獣ほ？

ここにはストーリーが
文章（詞書）で書かれているの。

唐
の
人
々
は
、
吉
備
が
読
め
そ
う
に
な
い
難
し
い
書
物
「
文
選
」
を
読

ま
せ
て
、
恥
を
か
か
せ
よ
う
と
考
え
た
。
鬼
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
た
吉

備
は
、
空
を
飛
ん
で
建
物
を
脱
出
。「
文
選
」
を
ぬ
す
み
聞
き
し
、
暗
記

し
て
紙
に
書
き
う
つ
す
。
そ
れ
を
見
た
唐
の
人
々
は
、
吉
備
の
能
力
の

高
さ
に
お
ど
ろ
く
の
だ
っ
た
。 
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じ

戸
時
代
（
約
4
0
0
〜
1
5
0
年

前
）の
画
家
の
中
で
も
、曽
我
蕭
白

（
1
7
3
0
〜
8
1
）
は
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
絵
を
か
く
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
絵
は
ど
こ
か
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し

く
、ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、思
わ
ず
ひ
き

つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
世
界
に
ほ
こ
る
蕭
白

ワ
ー
ル
ド
に
、と
び
こ
ん
で
い
こ
う
！
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イ
ン
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蕭
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ポイント 5

曽我蕭白筆  江戸時代  宝暦9年（1759）

日本からの使者と、
会って話を
したいのだが。
あれ、姿がみえないぞ。

私は阿倍仲麻呂。
私の子孫は
元気でしょうか？

ええ、元気に
活躍していますよ。

さてさて、
どんなむずかしい問題を
だしてやろうか・・

吉備は術を使っ
て、すがたをかくし
ていたのだ。 「私
に会いたいのな
ら、鬼のかっこうを
変えてからきなさ
い」 鬼は服とぼう
しをつけてふたた
びやってくる。 

みんなすやすや、
ねむるころ。
人も動物も、お休みモード。

かくれて、こっそり話をぬすみ聞きする
吉備と鬼。吉備は鬼から用意してもらっ
た紙に、暗記した内容を書きうつす。  

私は飛行の術が
使えるんだよ。
ここをぬけだそう！

きっとここは、
難しくて
読めないだろう！
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鸚鵡図

四季花鳥図屏風(部分）

龍虎図屏風（部分）

ここにはストーリーが
文章（詞書）で書かれているの。

第4巻を広げてみるわね。
ものがたりは、
右から左へと進んでいくのよ。

鳥の細かい表現は、
さすが若冲さんね～。

羽、ふわふわだほー！

日
本
か
ら
、
使
者
と
し
て
唐
の
国
（
中
国
）
へ
と
や
っ
て
き
た
吉
備
真

備
（
吉
備
大
臣
）。
唐
の
人
々
は
、
吉
備
大
臣
の
能
力
を
た
め
す
た
め
、

彼
を
高
い
建
物
に
と
じ
こ
め
て
、
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
う
。

あ
や
う
し
、
吉
備
大
臣
！

巻
第
一 

あ
ら
す
じ

雨
や
風
が
強
く
な
っ
た
夜
ふ
け
、建
物
に
鬼
が
あ
ら
わ
れ
た
。 

こ
の
鬼
は
、

か
つ
て
い
っ
し
ょ
に
唐
に
わ
た
り
、
日
本
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
阿
倍
仲
麻
呂
の
亡
霊
。
話
を
し
た
く
て
た
ず
ね
て
き
た
の
だ
。 

吉
備
の

話
に
鬼
は
喜
び
、
お
礼
に
力
を
か
し
て
く
れ
る
と
い
う
。 

い
っ
ぽ
う
皇
帝

の
宮
殿
で
は
、
ど
う
や
っ
て
吉
備
を
困
ら
せ
よ
う
か
相
談
し
て
い
た
。 

巻
第
二 

あ
ら
す
じ

伊藤若冲筆  江戸時代   18世紀後半

 狩野永納筆  江戸時代  17世紀後半

 長谷川等伯筆  江戸時代   慶長11年（1606）　

ささ、吉備どの、
こちらへ。

いざ、
唐の国へ・・

日本からの
船がついたぞ！

日本からの使者と、
会って話を
したいのだが。
あれ、姿がみえないぞ。

みんなすやすや、
ねむるころ。
人も動物も、お休みモード。

こうして吉備は、
高い建物の中にとじこめられて
しまったのだった。
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風仙図屏風（部分）

吉備大臣入唐絵巻

雲龍図

龐居士・霊昭女図屏風(部分）

風にたちむかう仙人。  
すると龍が空にひゅうっと昇って・・・
いったい何が？ドキドキ・・・

このリュウがどのくらい大きいか、
みにきてほしいほー。
きっとビックリだほ！

ぜんぶひらくと、
こんなにながいほー！

唐
の
人
々
は
、
吉
備
を
囲
碁
の
名
人
と
勝
負
さ
せ
て
負
か
そ
う
と
し
た
。

吉
備
は
勝
負
の
最
中
に
、
こ
っ
そ
り
相
手
の
碁
石
を
飲
み
こ
み
、
そ
の

た
め
に
名
人
は
負
け
て
し
ま
う
。
占
い
で
は
吉
備
が
石
を
飲
ん
だ
と
出

た
。
そ
こ
で
下
剤
を
飲
ま
せ
て
石
を
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
吉
備
は

術
を
つ
か
っ
て
、
石
を
お
な
か
の
中
に
と
じ
こ
め
た
の
だ
っ
た
。

巻
第
四 

あ
ら
す
じ

曽我蕭白筆  江戸時代  18世紀後半

平安時代  12世紀後半

  曽我蕭白筆  江戸時代  宝暦13年（1763）  ※写真は８面のうち４面

曽我蕭白筆  江戸時代  宝暦9年（1759）

かくれて、こっそり話をぬすみ聞きする
吉備と鬼。吉備は鬼から用意してもらっ
た紙に、暗記した内容を書きうつす。  

「文選」です。
日本人なら、だれでも
知ってますよ。

ん？
紙が散らばって
いますが、これは
いったい？

この天井のもようは、
碁盤のマス目
そっくりだな。そうだ、
これで作戦を考えよう！

うう、クサい・・・
石が見つからない。
おかしいなあ

このくすりを
のんでください。
あなたのウンチを
しらべます。

ん？わしの碁石が
一コないぞ！
さては、のみこんだな？
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吉備真備（695～775）はじっさいにいた人物で、高い位をさ

ずけられた有名な学者でした。養老元年（717）と天平勝宝4

年（752）の2度、使者として唐の国（中国）にわたり、数々の

学問を勉強して帰国しました。高い能力をもっていたからで

しょう、彼の活躍は、やがて伝説となっていったようです。

この絵巻では、中国の皇帝が出すむずかしい問題を、吉備大

臣が鬼の助けや不思議な力で次々と解決していくようすが描

かれています。

吉備大臣の活躍

ここは、秋から冬への場面ね。
金の背景に、あざやかな色で
絵がかかれていて、
とってもゴージャス！
ごうかな感じは、
狩野さんのグループならでは。
春と夏の景色も展示室で
見られるので、お楽しみに。

等伯さんは、いろんな絵がかけた人。
こんな墨一色の絵も大得意！
風や光の感じを、
墨だけでとても上手にあらわしているの。
わかるかしら？

MEMO

ス
ト
ン
美
術
館
に
あ
る
日
本
美
術

の
中
で
、
も
っ
と
も
有
名
な
作
品

の
ひ
と
つ
が
、
こ
の
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵

巻
」4
巻
。吉
備
真
備
と
い
う
学
者
さ
ん
が

唐
の
国
（
中
国
）
に
行
き
活
躍
す
る
物
語

を
、絵
と
文
章
で
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。平

安
時
代
12
世
紀（
約
8
5
0
年
前
）に
描
か

れ
た
、た
い
へ
ん
古
い
絵
巻
で
、人
々
の
い

き
い
き
と
し
た
す
が
た
や
表
情
、
建
物
や

景
色
の
細
か
い
表
現
、
あ
ざ
や
か
な
色
づ

か
い
が
大
き
な
魅
力
で
す
。今
回
の
展
覧

会
で
は
４
巻
す
べ
て
の
場
面
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ボ

戸
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4
0
0
〜
1
5
0
年

前
）
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の

絵
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
た
く
さ
ん

の
画
家
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
活
躍
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
競
い
ま
し
た
。ボ
ス

ト
ン
美
術
館
に
は
、
こ
う
し
た
有
名
な
画

家
た
ち
の
作
品
が
数
お
お
く
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。教
科
書
で
名
前
を
見
た
こ
と
の
あ

る
画
家
も
、き
っ
と
み
つ
か
る
は
ず
。探
し

に
い
こ
う
！

江

ポ
イ
ン
ト

吉
備
大
臣

入
唐
絵
巻

3

ポ
イ
ン
ト

画
家
た
ち
の
競
演

4

絵巻の見かた
絵巻物は、物語を横長の画面に、文章と絵で表したものです。長い

画面のすべてを開くのではなく、肩はばよりやや広いくらいの場面を

出して、巻きとることを繰り返しながらストーリーを進めていくのです。

左手で画面を

ひらいて見る1右手を左手に

よせ画面をとじる2両手で絵巻を

右側に動かす3同じ手順を

繰り返す4 ポイント 3

ポイント 4

画像提供：九州国立博物館
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龐居士・霊昭女図屏風(部分）

こうした絵は、
みんな墨だけで描かれているのよ。
蕭白さん、ただものではないわ！

ちょっとコワイおじいさんと、
白いすあしがまぶしい、
キレイな女のひと。美女と野獣ほ？

ここにはストーリーが
文章（詞書）で書かれているの。

唐
の
人
々
は
、
吉
備
が
読
め
そ
う
に
な
い
難
し
い
書
物
「
文
選
」
を
読

ま
せ
て
、
恥
を
か
か
せ
よ
う
と
考
え
た
。
鬼
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
た
吉

備
は
、
空
を
飛
ん
で
建
物
を
脱
出
。「
文
選
」
を
ぬ
す
み
聞
き
し
、
暗
記

し
て
紙
に
書
き
う
つ
す
。
そ
れ
を
見
た
唐
の
人
々
は
、
吉
備
の
能
力
の

高
さ
に
お
ど
ろ
く
の
だ
っ
た
。 
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戸
時
代
（
約
4
0
0
〜
1
5
0
年

前
）の
画
家
の
中
で
も
、曽
我
蕭
白

（
1
7
3
0
〜
8
1
）
は
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
絵
を
か
く
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
絵
は
ど
こ
か
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し

く
、ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、思
わ
ず
ひ
き

つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
世
界
に
ほ
こ
る
蕭
白

ワ
ー
ル
ド
に
、と
び
こ
ん
で
い
こ
う
！

江 ポ
イ
ン
ト

蕭
白
ワ
ー
ル
ド

5

ポイント 5

曽我蕭白筆  江戸時代  宝暦9年（1759）

日本からの使者と、
会って話を
したいのだが。
あれ、姿がみえないぞ。

私は阿倍仲麻呂。
私の子孫は
元気でしょうか？

ええ、元気に
活躍していますよ。

さてさて、
どんなむずかしい問題を
だしてやろうか・・

吉備は術を使っ
て、すがたをかくし
ていたのだ。 「私
に会いたいのな
ら、鬼のかっこうを
変えてからきなさ
い」 鬼は服とぼう
しをつけてふたた
びやってくる。 

みんなすやすや、
ねむるころ。
人も動物も、お休みモード。

かくれて、こっそり話をぬすみ聞きする
吉備と鬼。吉備は鬼から用意してもらっ
た紙に、暗記した内容を書きうつす。  

私は飛行の術が
使えるんだよ。
ここをぬけだそう！

きっとここは、
難しくて
読めないだろう！
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ボ
ス
ト
ン
美
術
館

日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

と
び
ら
を
開
こ
う
！

みどころ

つの
ポイント

どんな作品があるのか、
たのしみだほー！

東京国立博物館140周年キャラクター

BOSTONび

か
ん

じ
ゅ
つ

とう きょう こく りつ はく ぶつ かん へい せい かん

JAPANESE
MASTERPIECES FROM 
THE MUSEUM OF FINE ARTS, ジュニアガイド

2012 / 3.20 6.10（火・祝） （日）

このジュニアガイドは、特別展「ボストン美術館　日本美術の至宝」の
鑑賞の手引きとして、小学校高学年から高校生までを対象に作成しました。

風仙図屏風（部分）

吉備大臣入唐絵巻

雲龍図

龐居士・霊昭女図屏風(部分）

風にたちむかう仙人。  
すると龍が空にひゅうっと昇って・・・
いったい何が？ドキドキ・・・

このリュウがどのくらい大きいか、
みにきてほしいほー。
きっとビックリだほ！

ぜんぶひらくと、
こんなにながいほー！

唐
の
人
々
は
、
吉
備
を
囲
碁
の
名
人
と
勝
負
さ
せ
て
負
か
そ
う
と
し
た
。

吉
備
は
勝
負
の
最
中
に
、
こ
っ
そ
り
相
手
の
碁
石
を
飲
み
こ
み
、
そ
の

た
め
に
名
人
は
負
け
て
し
ま
う
。
占
い
で
は
吉
備
が
石
を
飲
ん
だ
と
出

た
。
そ
こ
で
下
剤
を
飲
ま
せ
て
石
を
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
吉
備
は

術
を
つ
か
っ
て
、
石
を
お
な
か
の
中
に
と
じ
こ
め
た
の
だ
っ
た
。
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曽我蕭白筆  江戸時代  18世紀後半

平安時代  12世紀後半

  曽我蕭白筆  江戸時代  宝暦13年（1763）  ※写真は８面のうち４面

曽我蕭白筆  江戸時代  宝暦9年（1759）

かくれて、こっそり話をぬすみ聞きする
吉備と鬼。吉備は鬼から用意してもらっ
た紙に、暗記した内容を書きうつす。  

「文選」です。
日本人なら、だれでも
知ってますよ。

ん？
紙が散らばって
いますが、これは
いったい？

この天井のもようは、
碁盤のマス目
そっくりだな。そうだ、
これで作戦を考えよう！

うう、クサい・・・
石が見つからない。
おかしいなあ

このくすりを
のんでください。
あなたのウンチを
しらべます。

ん？わしの碁石が
一コないぞ！
さては、のみこんだな？
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